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　　　　　　　　　緒　　言

　Cisplatin（CDDP ） に は 種 々 の 副作用 が知 られ

て い る． こ の 中で 眠吐，嘔気等の 消化器症状は 各

種抗癌剤 の 中で 最 も強い も の で あ り，
こ の た め に

治療 の 継続が 困難 に な る場合 もあ る．こ の 様な こ

とか ら，CDDP 投与時に お ける様 々 な制吐法の 試

み が報告
2＞
され て 来 た が必 ず しも満足 で きる もの

で は な か つ た 。

　そ こ で 筆 者 らは CDDP 投与24時間 以 内 に 誘発

され る ロ区吐 に 対する新 し い 制吐方法を検討した 。

犬 の 実験 か ら伊 藤 ら は 迷 走 神 経 切断 に よ り

CDDP の 制 吐 の 可 能性 に つ い て 報 告 し て い る
2）

が，臨床的に 応用可能な 方法と して Gillespie　and

Kay の提 唱 した medical 　vagotomy5
）に 注 目 し ，こ

の 方法 に よ る CDDP の 制 吐効 果に つ い て 知見を

得た の で 報告す る．

　　　　　　　実験方法及 び対象

　当科に て CDDP 単独療法を施行 した 婦 人性 器

悪性腫瘍 14例 （卵巣癌 8 例 ， 子宮体部腺癌 3例 ，

子宮頚部扁平 上皮癌 2 例，卵管癌 1例） を対象 と

した ．『
z均年齢 は 48，5歳（42〜60歳）， performance

status は 0 が 9例 ，
1 が 5 例 で あつ た 。

　CDDP は 2 時間 で 経 静脈的投 与 し，投 与量 は

100mg 　7例，130mg 　1例 ， 140mg　1例 ， 150mg　2

例，160mg 　1 例，170m92 例で あ る．

　14例 中 3 例 は 対 象 例 と し て metoclopramide

（プ リ ン
／
ペ ラ ン ）を CDDP 投与30分前 に 点滴 静注

した ．mediCal 　vagotomy の 方法 は 硫酸 atropine

O，5mg ，　hexamethonium 　bromide（メ ト プ ロ ミ ン ）

50mg の 筋注 に よ つ た 。11例を 2 群 に わ け ，
　 medi −

cal 　vagotomy を CDDP 投与 15分前 に 1 回 の み 施

行する群と ， CDDP 投与終 了 15分前 に も計 2 回 施

行す る群 と し た c

　medical 　 vagotomy の 制 吐 効 果 の 判 定 は  

CDDP 投与 よ り初 回曝吐 ま で の 時間 ，   CDDP

投与 24時間内 の 嘔 吐回数 （1 日嘔吐回数）と し た ．

　　　　　　　　　成 　　績

　 プ リ ン ペ ラ ソ 投与群で は 初回啄吐 ま で の 時間は

1 時間 45分か ら 2 時間45分で あ り， 1 日嘔吐回数

は 6 ， 9 ，
27回 で あつ た 、

　medical 　vagQtomy 　1 回 の み 施 行群 で は ， 5例

中 1例 （CDDP 　130mg）に 全 く口区吐 が認め られ な

か っ た ．残 りの 4 例 は CDDP 投与後平 均 3 時間

（2 〜 4 時間）に 初回嘔 吐が認め られ ，
こ れ らの 1

日嘔 吐回数は 平均 3 回 （2 〜 4 回） で あつ た ．

　medical 　vagotomy 　2 回施 行群で は， 6例 中 2

例 （両者共 CDDP 　100mg）に 全 く嘔吐が認め られ

な か つ た．残 りの 4 例 は CDDP 投与後平均 5 時間
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表 IM ・dical　vag ・t・my に よ る 初即 区吐 まで の 時 間
　 と 1 日口区吐 回 数

捌 吐方法
CDDP 投与．量
（mg 〆b。dy）

例 陣 区吐 まで の 時 間 工 日嘔吐 回数

metoclopramlde

　（50mg 　1 回）
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　927

medical 　vagotomy

　　　（1 回の み ）
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（4 〜 6時間）に初 呻 区吐が 認め られ， こ れ らの 1
回曝吐回数 は 平均 3 回 （1〜 3 回）で あ つ た （衷

　1）．

　　　　　　　　　　 考 　　察

　 CDDP の 催吐作用を軽減す る た め
， プ リ ン ペ ラ

ン ，ス テ 卩 イ ド， フ ＝ ノ チ ア ジ ン ，ブ チ n フ ェノ

ン 等　chemoreceptor 　trigger　zone の 抑制を 主作

用 とする各種制吐 剤 の 有効性が 検討
1）され ， 単剤

で は プ リ ン ペ ラ ソ が 最 も有効 で ある と報告 D
され

て い る． し か し，実地臨床 の 場で は 必 ず し も十分
な成果 は 得 られ て い な い 。

　髄 ・伊藤 らは 犬 を用 い た 実験か ら CDDP の 制

吐方法 として vagotomy が有効で ある こ と，また

制吐効果 の判定 に初駆 吐 ま で の 時間鮪 用で あ
る と報告

2｝した t そ こ で 筆者ら は 中枢を介 した 制
吐 法 で は な く末 稍神 経 の 遮 断 に よ る medical

vagotomy の 制 吐 効果 を検 討 し た ，こ の 方法 は

Gillepsie　and 　Kay が最袖 こ 報告
5 ）
し た 副交感神経

遮断剤 に よ る迷走神経遮断法で ある． 日本 で は 渡
部に よ 験 討 s’‘｝

され 硫 ア ト0．5m9 と メ げ 。 ミ

ソ 501ng の 筋 注が迷走神経 の 遮 断効果 と し て 適 当
で あ り，筋注後の 効果発現時間は 15〜30分で ，60
分位 で ピ ーク とな り以後 3時間位遮断効果が持続

　　　　　　　　　　　　　　　　　日産 婦誌39巻 12号

する と し て い る。副作用 とし て は 凵 渇 ，目 の か す
み 等軽度で あるが，血圧 隆下 は 特 に 高齢 老，高血

圧例 で は 高度 に な る こ とが あ る の で 注 意を 要す

　る。

　 本 研 究 の 成 績 か ら，m ・dica1　 Vag 。t。my は

CDDP の 制 吐法 と して 有用 で あ り， 特 に本法 2 回

投与群 で 2例 に 全 く嘔吐が 認め られ な か つ た こ と

は 今後 の 検討に期待を与 え る もの で ある．また ，
有 効性の 判定 方法 と し て の 初 回 投与 ま で の 時 間
が・rn ・di・al　vag ・t・my の 回 数に比例 し て 延長 し

た こ とか ら，こ の 判定基準に よ り制吐効果 の 定量

化 へ の 可 能性が 示唆 され る もの と考 え られ る．

　以上 の こ とか ら，medical 　vagotomy は CDDP
の 投与初 期 に お け る制吐方法 と し て 有用 で あ り，
しか も CDDP 量 を 170mg ま で 投 与 した 2 症例 に

お い て も制吐効果が得 られ た こ とか ら，CDDP の

血 中濃度が 比較的高い 場合 に で も こ の 効果が期待
で きる こ とが考 えられ た e

　した が つ て ， 本法 の 投与方法 を更に 検討す る こ

と に よ り，CDDP の 大量短時間投与法や
，

　 CDDP
中等量 の 7 〜 8 時間投与法 に 対す る有効 な制 吐方

法 とな り得 る こ とが期待 され る．
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